
Ⅰ　調査概要

1 調査目的

2 調査内容

1)
2)
3)
4)
5)
6)
7)
8)
9)
10)

3 　調査実施概要

1) 調査地域
2) 調査対象
3) 抽出方法
4) 調査方法
5) 調査時期
6) 調査機関
7) 回収状況 2,000人　（100.0%）

826人　  （41.3%)
有効回収率 826人　  （41.3%)

Ⅱ　回答者の属性　

令和３年度　男女共同参画に関する県民意識調査

［ダイジェスト版］

　静岡県男女共同参画基本計画に基づく施策の検証・評価及び今後の施策推進の基礎資料とす
るため、平成13年度、同16年度、同17年度、同18年度、同21年度、同23年度、同25年度、同
27年度、同29年度及び令和元年度の調査に引き続き、令和３年度における静岡県民の男女共同
参画に関する意識調査を実施した。

社会における制度・慣行について
男女共同参画に関する教育・学習について
パートナー間の暴力やセクシュアル・ハラスメントについて
男女が共に子育てや介護等に主体的に関わることができる環境について
意思決定の過程への女性の参画について
男女が共に能力を発揮できる就業環境について
地域社会の一員としての活動について
実践的な取組の推進について
性的マイノリティ（ＬＧＢＴなどの性的少数者）について
その他の事項について

静岡県全域
県内在住の満20歳以上の男女2,000人
層化二段無作為抽出
郵送アンケート調査
令和３年５月31日～６月18日
株式会社東京商工リサーチ静岡支店
発送数
回収数

【婚姻】

《男性》 (N=826) 《女性》

全体

70歳以上

60代

50代

40代

30代

20代

(単位：％)

12.9 

11.8 

15.1 

17.3 

18.9 

24.1 

44.2 

0 20 40 60 

12.7 

13.3 

16.6 

15.9 

20.5 

21.0 

55.5 

0 20 40 60 

【性・年代】

結婚している（事

実婚を含む）

66.5%

結婚していない

24.1%

結婚していたが、

離婚・死別した

9.3%

無回答

0.1%

(N=826)

1
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Ｑ1. 本県において、男女が性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することが

できる機会が確保されていると思いますか。

【静岡県における男女共同参画の機会の確保】

u 男女が性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる機会が確

保されていると思う人の割合が全体的に増加した。

全体：32.3％（R1 30.1％）男性：39.7％（R1 35.4％）女性：26.6％（R1 25.7％）

Ｑ2. あなたは、次の分野で男女が平等であると思いますか。

u 各分野における男女平等感は、「学校教育の場」では平等感が高いが、それ以外の分野

では、男性優遇と感じる人が多い。

確保されて
いると
思う

確保されて
いると

思わない

全体 (N=826） 32.3 43.2 

男性 (N=365） 39.7 39.7 

女性 (N=458） 26.6 45.9 

6.3 

9.0 

4.1 

26.0 

30.7 

22.5 

30.4 

28.5 

32.1 

12.8 

11.2 

13.8 

24.0 

20.5 

26.9 

0.5 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない 思わない

わからない 無回答

(N=826)

55.3% 7.6% 0.61 

58.7% 9.4% 0.69 

19.0% 4.2% 0.21 

50.7% 6.3% 0.66 

81.0% 1.9% 1.30 

80.5% 3.1% 1.11 

①家庭生活で

②職場で

③学校教育の場で

④地域で（自治会・自主防
災会・ＮＰＯなど）

⑤政治の場で

⑥社会通念・慣習・しきたり
などで

男性
優遇

女性
優遇

得点

10.0 

13.3 

1.6 

10.9 

38.6 

25.2 

45.3 

45.4 

17.4 

39.8 

42.4 

55.3 

29.7 

20.2 

52.3 

25.7 

7.4 

9.0 

6.1 

7.9 

3.8 

5.6 

1.7 

2.7 

1.5 

1.5 

0.4 

0.7 

0.2 

0.4 

6.9 

9.7 

21.9 

16.5 

8.8 

6.8 

0.6 

2.1 

2.7 

0.8 

0.8 

0.7 

0% 50% 100%

男性が非常に優遇 どちらかといえば男性が優遇

平等 どちらかといえば女性が優遇

女性が非常に優遇 わからない

無回答
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Ｑ3. 「男女共同参画社会」という言葉を知っていますか。

u 「知っている」＋「聞いたことがある」は約７割

全体：71.3％（R1 63.1％）男性：71.3％（R1 60.2％）女性：71.2％（R1 65.9％）

Ｑ３.ｰ２「ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別）」という言葉を知っていますか。

u 「知っている」＋「聞いたことがある」は約８割、前回調査から 20ポイント近く増加

全体：78.3％（R1 59.4％）男性：77.8％（R1 54.4％）女性：78.6％（R1 63.9％）

Ｑ３.ｰ３ 「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」という言葉を知っていますか。

u 「知っている」＋「聞いたことがある」は２割弱

全体：16.7％ 男性：19.7％ 女性：13.8％

全体 (N=826）

男性 (N=365）

女性 (N=458）

40.3 

42.5 

38.2 

31.0 

28.8 

33.0 

26.2 

26.3 

26.2 

2.5 

2.5 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

全体 (N=826）

男性 (N=365）

女性 (N=458）

46.2 

46.8 

45.4 

32.1 

31.0 

33.2 

19.1 

19.5 

19.0 

2.5 

2.7 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

全体 (N=826）

男性 (N=365）

女性 (N=458）

5.4 

7.4 

3.5 

11.3 

12.3 

10.3 

80.6 

77.5 

83.6 

2.7 

2.7 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答



4

Ｑ４.「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」というような男女の役割を固定的に考え

ることについて、どのように思いますか。

【男女の役割を固定的に考えることについて】

u 全体的に反対と思う人の割合が増加傾向

全体：73.1％（R1 63.3％）男性：66.9％（R1 59.1％）女性：78.2％（R1 67.4％）

u 男女の役割を固定的に考えることについて、反対と思う人の割合は、20 代、30 代及び

50代で高い。

全体 (N=826)

男性 (N=365)

女性 (N=458)

31.1 

25.8

35.2

42.0 

41.1

43.0

12.6 

16.7

9.4

1.0 

1.4

0.7

12.8 

14.5

11.6

0.5 

0.5

0.2

反対 どちらかといえば反対 どちらかといえば賛成 賛成 わからない 無回答

(N=826)

20代　 (N=105)

30代　 (N=104)

40代　 (N=131)

50代　 (N=137)

60代　 (N=164)

70歳以上　 (N=184)

34.3 

42.3 

24.4 

35.0 

31.7 

24.5 

46.7 

29.8 

42.7 

44.5 

43.3 

42.9 

7.6 

11.5 

15.3 

8.0 

14.0 

16.3 

0.0 

0.0 

2.3 

0.0 

0.0 

2.7 

11.4 

15.4 

15.3 

12.4 

11.0 

12.5 

0.0 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

反対 どちらかといえば反対 どちらかといえば賛成 賛成 わからない 無回答
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Ｑ５. あなたは、次のようなことが夫妻・恋人など親しい間柄にある男女間で行われた場合、

それを暴力だと思いますか。①～⑮のそれぞれについて、「１」から「４」のうちあなたの

考えに近い番号をお選びください。なお、ここでの「夫婦」には、婚姻届を出していない事

実婚や別居中の夫婦も含みます。

u 「他の異性との会話を許さない」といった、交友関係における行為については、「暴力」

にあたらないと考える人の割合が比較的高い。

(N=826)

１．平手で打つ

２．足でける

３．身体を傷つける可能
性のある物でなぐる

４．なぐるふりをして、お
どす

５．刃物などを突きつけ
て、おどす

６．大声でどなる

７．他の異性との会話を
許さない

８．家族や友人との関わ
りを持たせない

９．交友関係や行き先、
電話・メールなどを細かく
監視する
10．職場に行くことを妨害
したり、外出先を制限す
る

11．何を言っても長期間
無視し続ける

12．「誰のおかけで生活
できるんだ」とか、「甲斐
性なし」と言う

13．家計に必要な生活費
を渡さない

14．嫌がっているのに性
的な行為を強要する

15．避妊に協力しない

76.2 

87.8 

95.6 

63.8 

94.9 

48.3 

52.1 

63.3 

57.7 

71.2

64.5

74.5

73.7

84.4

75.5

19.5 

8.5 

0.8 

28.3 

1.3 

43.2 

27.2 

21.5 

26.3 

17.8

23.1

15.6

14.6

9.4

13.9

0.5 

0.4 

0.2 

3.1 

0.2 

4.4 

10.9 

5.8 

6.2 

3.3

4.2

2.5

2.9

0.8

1.5

1.1 

0.6 

0.4 

1.3 

1.0 

1.6 

6.5 

6.1 

6.5 

4.6

5.4

4.2

5.7

2.3

5.6

2.8 

2.8 

2.9 

3.4 

2.5 

2.5 

3.3 

3.3 

3.3 

3.1 

3.0 

3.1 

3.0 

3.0 

3.5 

0% 50% 100%

どんな場合でも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

その他

無回答
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Ｑ６.Ｑ5の①から⑮のうち１つでも「２（暴力にあたる場合も、そうでない場合もある

と思う）」、「３（暴力にあたるとは思わない）」と答えた方にお聞きします。そのような

行為が「暴力にあたる場合でも、そうでない場合もあると思う」、「暴力にあたるとは思

わない」と思ったのはなぜですか。（あてはまるもの全てに○）あてはまる番号すべて

をお選びください。

u 「夫婦（恋人など新しい間柄）喧嘩の範囲だと思うから」と「相手の間違いを正すため

に必要な場合があると思うから」という理由が多い。

(%)

(N=557）
１．夫婦間（恋人など親しい間柄）ではよくあることだと思う
から

２．夫婦間（恋人など親しい間柄）では許されると思うから

３．夫婦（恋人など親しい間柄）喧嘩の範囲だと思うから

４．自分の考えを通すために必要な場合があると思うから

５．相手の間違いを正すために必要な場合があると思う
から

６．夫婦（恋人など親しい間柄）なら、相手の行動や交友
関係を知るのは（知られるのは）当たり前だと思うから

７．一家の大黒柱のすることには従うべきだと思うから

８．愛情表現だと思うから

９．暴力を振るわれた側にも非があったと思うから

10．その他（具体的に：   　　）

無回答

18.5 

10.6 

44.9 

19.7 

42.9 

9.5 

0.5 

6.5 

23.0 

12.2 

3.2 

0 10 20 30 40 50 60 70
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Ｑ７.「夫や妻・恋人など親しい間柄にある男女間の暴力」(ドメスティック・バイオレンス)

をなくすためには、どうしたらよいとお考えになりますか。

【ドメスティック・バイオレンスをなくすために重要なこと】

u ドメスティック・バイオレンスをなくすためには『被害者保護の環境整備』や『法律・

制度の見直し』を望む声が多い。

(N=826)

１．法律・制度の制定や見直しを行う

２．犯罪の取り締まりを強化する

３．捜査や裁判での担当者に女性を増やすなど、
被害を受けた女性が届けやすい環境をつくる

４．被害者を支援し、暴力に反対する市民運動を
盛り上げる

５．被害者のための相談機関や保護施設を整備す
る

６．家庭における男女平等についての教育を充実
させる

７．学校における男女平等についての教育を充実
させる

８．メディアが自主的取組を強化し、暴力を無批判
に取り扱わないようにする

９．過激な暴力表現を扱ったビデオソフト、ゲーム
ソフト等の販売や貸出を制限する

10．その他

11．わからない

無回答

42.1 

26.3 

37.2 

5.8 

53.1 

20.9 

31.0 

7.9 

14.6 

3.4 

3.5 

4.4 

0 10 20 30 40 50 60 70
％

◇ 過去１年間にドメスティック・バイオレンスを受けたことのある人の割合は 3.1％

(R1 4.0％)
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Ｑ８. 過去１年間に、マタニティ・ハラスメント（妊娠・出産・育児等に関する嫌がら

せ）について経験したり見聞きしたことがありますか。（あてはまるもの全てに○）

u マタハラを「受けたことがある」人は全体的に少ないが、「テレビや新聞などで問題と

なっていることを知っている」は６割弱と認知度は高い。

Ｑ９. 現在配偶者（事実婚を含む）のいる方に伺います。あなたのご家庭では、次にあげる

家庭での役割（掃除、洗濯、食事の支度などの家事）を、主にどなたが担っていますか。

u 家庭での「家事」、「育児」、「介護」の担い手の主体は、依然として「女性」である。

(N=826)

１．マタニティ・ハラスメントを受けたことがある

２．身近にマタニティ・ハラスメントを受けた人がいる

３．マタニティ・ハラスメントを受けた人から相談されたこ
とがある

４．身近にはいないが、そうした話を聞いたことがある

５．テレビや新聞などで問題になっていることを知って
いる

６．経験したり見聞きしたことはない

７．その他

無回答

1.9 

1.9 

0.6 

21.3 

57.1 

28.0 

0.5 

4.6 

0 10 20 30 40 50 60 70％

１．家計を支える（生活費を稼
ぐ）
２．掃除、洗濯、食事のしたく
などの家事をする
３．ゴミ出しなどの簡単な家事
をする

４．日々の家計の管理をする

５．育児、子どものしつけをす
る

６．親の世話（介護）をする

７．自治会、町内会などの地
域活動を行う
８．子どもの教育方針や進学
目標を決める
９．高額の商品や土地・家屋
の購入を決める

2.0 

48.4 

24.9 

60.3 

22.4 

25.1 

15.2 

11.8 

2.7 

2.0 

33.5 

21.8 

9.7 

33.7 

19.0 

12.8 

18.9 

5.1 

19.7 

10.8 

14.3 

12.6 

30.1 

22.7 

17.2 

46.8 

51.4 

37.8 

3.5 

11.5 

5.9 

2.9 

6.1 

19.4 

6.7 

15.9 

34.7 

0.5 

22.3 

8.4 

1.0 

3.5 

27.1 

1.9 

16.8 

2.0 

1.8 

3.1 

1.3 

3.1 

13.7 

5.5 

5.0 

3.5 

1.6 

1.5 

2.2 

1.8 

6.9 

9.9 

2.9 

8.9 

4.6 

0% 50% 100%

主に妻 主に妻だが、夫も分担 夫と妻が同程度

主に夫だが、妻も分担 主に夫 その他

無回答
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Ｑ10. あなたと配偶者（事実婚・パートナー含む）の家事について伺います。あなたと配偶

者は、それぞれ１日の中で、家事を何時間くらいしていますか。平日と休日に分けてお答え

ください。

u 男性（回答者）は、平日は「１分～２時間」が８割、休日も同様に８割となっている。

女性（回答者の配偶者）は、平日は「２時間超～４時間」の割合が７割弱となっており、

女性の家事負担が大きくなっている。

u 男性の１日当たりの家事平均時間は、平日 1.11 時間、休日 1.49 時間となっている。

女性の１日当たりの家事平均時間は、平日 4.47 時間、休日 4.61 時間となっており、男

性の家事時間の約４倍となっている。

（回答者：平日）

男性 (N=218)

女性 (N=275)

8.3 

0.7 

85.3 

16.0 

5.0 

43.6 

0.5 

24.7 

0.5 

6.9 

0.0 

5.1 

0.5 

2.9 

0% 50% 100%

０分 １分～２時間 ２時間超～４時間 ４時間超～６時間

６時間超～８時間 ８時間超～10時間 10時間超

（回答者：休日）

男性 (N=212)

女性 (N=260)

5.2 

0.4 

82.1 

17.3 

10.8 

39.2 

0.5 

26.9 

0.0 

10.0 

0.9 

2.3 

0.5 

3.8 

0% 50% 100%

０分 １分～２時間 ２時間超～４時間 ４時間超～６時間

６時間超～８時間 ８時間超～10時間 10時間超

（回答者の配偶者：平日）

男性 (N=224)

女性 (N=256)

0.0 

20.7 

36.2 

72.7 

39.7 

5.1 

14.3 

0.8 

5.8 

0.8 

1.8 

0.0 

2.2 

0.0 

0% 50% 100%

０分 １分～２時間 ２時間超～４時間 ４時間超～６時間

６時間超～８時間 ８時間超～10時間 10時間超

（回答者の配偶者：休日）

男性 (N=214)

女性 (N=249)

0.5 

15.7 

32.7 

69.9 

44.9 

11.2 

13.6 

2.8 

4.2 

0.4 

1.9 

0.0 

2.3 

0.0 

0% 50% 100%

０分 １分～２時間 ２時間超～４時間 ４時間超～６時間

６時間超～８時間 ８時間超～10時間 10時間超
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Ｑ11. 現状では、意思決定を行う管理的部門や指導的地位への女性登用がいまだ少ない状況

にあります。

あなたは、その理由としてどのようなものがあると考えますか。

【管理的部門や指導的地位への女性登用が少ない理由】

u 管理部門や指導的地位への女性登用が少ない理由として『社会的・文化的に、性別によ

って役割を固定する考え方や意識が残っているから』、『女性は継続して勤務すること

が困難であるから』と考える人が多い。

(N=826）

１．女性自身が管理的部門等につくことに消極的だ
から

２．女性は継続して勤務することが困難であるから

３．社会的・文化的に、性別によって役割を固定する
考え方や意識が残っているから

４．家族の理解や協力が得られにくいから

５．主として補助的業務が与えられ、女性の能力を
高める機会が少ないから

６．登用する側に男性優先の意識や、女性管理職に
対する不安感があるから

７．その他

８．わからない

無回答

29.4 

44.4 

53.6 

22.0 

29.3 

36.2 

2.3 

4.6 

2.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 ％

◇ 意思決定の場に女性の参画が増えるほうがよいと考える人（「男性を上回るほど増えるほう

がよい」、「男女半々になるくらいまで増えるほうがよい」、「男女半々まではいかなくても、

今より増えるほうがよい」）の割合は 89.2％（R1 89.8％）
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Ｑ12. 一般的に女性が職業を持つことについて、どう考えますか。

【女性が職業を持つことについて】

u 女性が職業を持つことについて、「ずっと職業を続けるほうがよい」と考える人が増加

傾向にあり、51.1％(R1 43.3％) の人は、続けるほうがよいと考えている。

平成16年度 (N=800)

平成17年度 (N=836)

平成18年度 (N=570)

平成21年度 (N=653)

平成23年度 (N=577)

平成25年度 (N=793)

平成27年度 (N=899)

平成29年度 (N=782)

令和元年度 (N=744)

令和３年度 (N=826)

1.1 

0.7 

1.2 

0.5 

1.2 

1.1 

1.4

1.9

0.9

0.8

3.1 

4.3 

3.5 

3.7 

3.1 

3.7 

3.1 

3.1 

2.8 

1.6 

6.1 

4.3 

5.1 

5.7 

7.1 

4.5 

5.7 

5.5 

3.5 

3.0 

51.4 

54.1 

53.9 

48.9 

42.8 

39.8 

37.5 

35.5 

33.9 

23.5 

25.0 

24.6 

23.9 

28.8 

32.1 

37.5 

36.6 

40.4 

43.3 

51.1 

7.0 

5.5 

7.7 

6.4 

5.2 

6.4 

4.3 

5.8 

7.4 

9.3 

4.8 

4.3 

4.2 

5.5 

6.4 

5.0 

7.0 

6.6 

7.4 

8.5 

1.5 

2.2 

0.5 

0.6 

2.1 

1.9 

4.3 

1.2 

1.1 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性は職業を持たないほうがよい

結婚するまでは職業を持つほうがよい

子どもができるまでは職業を持つほうがよい

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つほうがよい

ずっと職業を続けるほうがよい

その他

わからない

無回答
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Ｑ13. 生活の中での、「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活動・学習・趣味・

付き合い）の優先度について、あなたの理想・現実に最も近いものはどれですか。

【生活の優先度について理想と現実】

u 理想は「仕事」、「家庭」をともに優先したい人が多いが、現実では「家庭」を優先して

いる。理想と現実の差が最も大きい項目は、「「仕事」を優先している」である。

3.8

17.1

4.2

29.8

5.6

13.7

20.0

22.2

21.8

4.8

23.2

4.2

10.3

7.6

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優

先

「仕事」と「家庭生活」を

ともに優先

「仕事」と「地域・個人の

生活」をともに優先

「家庭生活」と「地域・個

人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」をと

もに優先

理想(希望) 現実
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Ｑ14. 地域活動において、女性が自治会の長などの役職につくことが少ないのが現状です。

この主な理由は何だと思いますか。

【女性が自治会の長などの役職につくことが少ない理由】

u 女性が自治会の長などの役職に就くことが少ない理由は「社会的・文化的に、性別によ

って役割を固定する考え方や意識が残っているから」、「女性自身が長などの役職につ

くのに消極的だから」と考える人が多い。

Ｑ15. 「性的マイノリティ（ＬＧＢＴなどの性的少数者）」という言葉を知っていますか。

u 「性的マイノリティ」という言葉を知っている人の割合は、性の多様性理解施策の推進

等により、約８割となっている。

全体：82.1％ 男性：81.1％ 女性：82.8％

(N=826)

１．女性自身が長などの役職につくのに消極的
だから

２．家族の理解や協力が得られないから

３．社会的・文化的に、性別によって役割を固
定する考え方や意識が残っているから

４．女性は身体的能力が男性より劣っているか
ら

５．活動時間帯が女性に合っていないから

６．女性は指導的な資質に欠けるから

７．世間一般から快く思われないから

８．その他

９．わからない

無回答

51.6

19.0

60.8

3.1

27.0

4.6

11.9

3.6

5.3

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70 
(%)

全体 (N=826）

男性 (N=365）

女性 (N=458）

60.2 

59.2 

60.7 

21.9 

21.9 

22.1 

16.1 

16.4 

15.9 

1.8 

2.5 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答


